
学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　うだるような暑さだった8月も終わ
り、朝夕が少しずつ過ごしやすくなって
きました。この時期になると過ぎ去る夏
が恋しくもありながらも、秋が待ち遠し
くなります。この季節の境目と同じよう
に、尚絅学院では8月に旧校舎にお別
れを告げ、新校舎での学校生活が始
まりました。卒業生にとってはどこか寂
しく、在校生にとっては待ちに待った新
たな一歩です。連綿と続く尚絅学院の
歴史の中で継承されてきた有形・無
形の「尚絅文化」が、また一つの区切
りを迎え、次の時代と共に変化を迎え
ています。 （Ｙ・Ｙ）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

募金状況報告（目標額2億円）
￥80,474,642.（目標額の40.3％）※8月20日現在

建設整備事業募金ご協力のお願い
■中学校・高等学校校舎　■大学礼拝堂

口 座 名　学校法人 尚絅学院募金事務室

●七十七銀行長町支店 口座番号 普通預金 5744105
●ゆうちょ銀行（郵便局）口座番号 02220-8-43433

寄付の方法

●必要項目をご入力ください。2
●ご自宅に払込伝票が届きます。
　 (土日祝日を除き発送致しますので、お時間がかかる場合がございます。)
3

●最寄りのコンビニレジでお支払いをお願いします。4

●尚絅学院HPの建設事業募金
　 申し込みフォーム をクリック
1

建設事業募金インターネット申込受付開始のご案内
（コンビニでお支払いいただけます。）

募金の期間　2015年12月31日まで

指定の振込（払込）用紙を準備しております。必要な事項をご記入の上、
下記金融機関から手続きをお願いします。（振込手数料は無料です）

（学）尚絅学院 法人事務局募金事務室
TEL 022-381-3471 ※月～金 9時～17時
Email ▶bokin@shokei.ac.jp　URL ▶http://ap.shokei.jp/

お問合せ

スマートフォン
の 方 は 右 の
QRコードを読
み取り下さい。

佐竹　喜久子様（68歳）
（元事務職員）
7月17日逝去されました

渡邊　憲治様（79歳）
（大学・環境構想学科教員　渡邊千恵子様ご岳父）
8月24日逝去されました

齊藤　乙女様（97歳）
（大学・環境構想学科教員　齊藤敬様ご祖母）
7月20日逝去されました

尚絅学院大学生涯学習センター 
2015年度 後期講座のご案内

尚絅学院大学生涯学習センター 
2015年度 後期講座のご案内

①ご希望の講座  ②氏名（フリガナ）③住所・郵便番号  ④電話番号

尚絅学院大学生涯学習センター　　電話：022-381-149０
Fax：022-381-1491　　Eメール：extension@shokei.ac.jp

お問い合わせ 尚志祭実行委員会

TEL０２２-３８１-３５１８　Eメール shoshisai@yahoo.co.jp

　学生や地域の皆様、ご来場されるお客様1人1人がPiece（欠片）と
なって大きな物が完成していくように今年は、様々な出店や野外ス
テージ企画、学生による研究発表や子ども向け企画など、皆様との
ハーモニーが奏でられるように、実行委員一同
心よりお待ちしております。

2015年後期講座も様々な講座を企画しておりますので、受講希望
の方は、申込書をFAXまたは郵送・Eメールでお送りください。

♬

♬♪

♬

♫
尚 志

祭

１０/１7（土）
開 会 式 10：00～10：30

出展公開 10：30～16：00

中 夜 祭 16：00～18：00

１０/１8（日）
出展公開 10：00～14：30

後 夜 祭 16：00～18：00

花 　 火 18：30～19：00

一般の方対象のオープンカレッジ、市民大学講座のほか、幼稚園教
諭・保育士の皆さんの学び直しの場として、子ども学科教員や専門家
による現場で役立つ講座を開講します。

リカレント講座（全4回）の案内リカレント講座（全4回）の案内

❶  9／19（土）『現場で役立つ身体を使った遊びいろいろ』
 前田 有秀（本学子ども学科教員）

❷11／  1（日）『絵に見る子どもの成長～絵の発達について～』
 相馬 亮（本学子ども学科教員）

❸11／29（日）『子どもが大好きな紙芝居の世界』
 伊藤 俊子（紙芝居文化の会 運営委員）

❹  2／20（土）『保育現場で役立つパソコン講座』

パンダライオン
　　in 尚絅L I VE

♩♫

10/18(日)

12：30 開 場

13：00 開 演

● 時　間：全て14：00～　● 受講料：無料
● 場　所：尚絅学院大学音楽リズム室 他
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尚絅新時代へのスタート
「中学校・高等学校校舎棟完成」

 卒業生コラム  はばたき
2007年 尚絅学院大学／人間心理学科 卒業
置賜広域行政事務組合（山形県） 総務課企画財政係
／鈴木充さん

学校行事報告、同窓会コーナー 情報掲示板
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　尚
絅
学
院
の

中
高
生
が
中
島

丁
の
正
門
に
立

つ
と
、右
手
の
壁

に
、
校
名
と
校

章
が
真
っ
先
に

目
に
入
る
。
校

章
は
１
９
０
２

明
治
35
）
年
に

制
定
さ
れ
た
も

の
で
、こ
の
デ
ザ

イ
ン
に
決
ま
っ
た

の
は
、梅
の
花
が

「
尚
」の
字
に
似

て
い
る
と
の
理

由
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　カ
ー
ブ
し
て
い
る
校
舎
と
カ
ツ
ラ
の
木
に
沿
っ
て
、奥

に
進
ん
で
い
く
と
、入
り
口
が
３
箇
所
見
え
る
。一
番
手

前
が
、来
客
用（
A
）で
、そ
の
内
側
壁
に
は
定
礎
版（
B
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
刻
ま
れ
た
文
字
は
、広
瀬
校
地

の
礼
拝
堂
の
定
礎
板
そ
の
ま
ま
に「
こ
の
土
台
は
キ
リ

ス
ト
で
あ
る
」で
、伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
西
側
に
は
高
校
生
用
の
大
き
な
昇
降
口（
C
）が
あ

り
、さ
ら
に
そ
の
隣
に
は
中
学
生
と
教
職
員
用
の
昇
降

口
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
あ
た
り
の
入
り
口
付
近
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト（
D
）

は
黄
色
系
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
あ
た
り
か
ら
約
1
年
半
後
に
完
成

予
定
の
グ
ラ
ン
ド
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
校
舎
脇
の

通
路
と
グ
ラ
ン
ド
を
仕
切
る
の
が
、芝
生
の
丘
で
あ
り

緑
が
綺
麗
で
あ
る
。

中
学
校
・
高
等
学
校 

新
校
舎
完
成

中
学
校・高
等
学
校 

校
長

山
村

　悦
夫

　
校
舎
建
設
工
事
の
内
、
新
校
舎
棟
が
完
成

し
、
夏
休
み
に
引
っ
越
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
真
新
し
い
、
素
敵
な
校
舎
で
の
授
業
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
し
い
校
舎
に
は
、
随
所
に
様
々
な
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
統
一
さ
れ
た
新
鮮

な
色
彩
感
覚
、
生
徒
が
伸
び
伸
び
自
己
表
現

で
き
る
エ
リ
ア
、
多
様
な
目
的
に
使
え
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
々
、「
授
業
さ
え
…
」と
い
っ

た
従
来
の
学
校
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
大
き
く

飛
躍
し
た
開
放
的
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
尚
絅

学
院
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課
題
解
決
型
学
習
）に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
調
査
の
た
め
の

場
と
な
る
図
書
館
や
、
自
律
的
に
学
べ
る
環

境
、
発
表
の
た
め
の
設
備
等
、
か
な
り
充
実

し
て
い
ま
す
。
自
ら
能
動
的
に
学
ぶ
力
を
身

に
つ
け
た
多
く
の
尚
絅
学
院
生
が
巣
立
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
で
す
。
是
非
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。
澱
橋
方
向
か
ら
が
お
勧
め

で
す
。

　
な
お
、こ
の
後
も
旧
校
舎
解
体
、
新
体
育

館
建
設
等
と
続
き
、２
０
１
６
年
12
月
竣
工

予
定
で
す
。

中学校・
高等学校 校舎棟完成校舎棟完成

尚絅新時代へのスタート!

2013年度冬より3年計画で
建設を進めてきた新校舎が
完成しました。
新しい校舎を3回シリーズ
で、ご案内します。

第1回

新
校
舎
1
階
の
風
景

中
学
校・高
等
学
校 

事
務
長

菊
池

　雅
人

CD B

A

02
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　教
室
棟
の
１
階
は
、中
央
部
の
開
放
空
間
帯
が
続
き
、手
前
か

ら
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
の
研
究
成
果
発
表
な
ど
も
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
H
）、

カ
フ
ェ
方
式
の
食
堂（
I
）、自
販
機
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

気
が
つ
き
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、食
堂
の
ガ
ラ
ス
を
見
る
と
あ

た
か
も
校
章
が
舞
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
が
味
わ
え
る
。

　南
側
の
教
室
群
は
、保
健
室
、中
学
校
3
ク
ラ
ス
、調
理
お
よ
び

試
食
室（
J

・K
）が
並
ん
で
い
る
。
保
健
室
は
怪
我
の
対
応
な
ど

に
利
用
す
る
シ
ャ
ワ
ー
室
も
配
備
、隣
に
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
と
相

談
室
も
あ
る
。
調
理
台
に
は
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
、試
食
室
は
衛
生
上

の
理
由
で
調
理
室
か
ら
し
か
入
れ
な
い
構
造
と
し
て
い
る
。
北
側

は
特
別
教
室
群
で
、大
型
の
電
気
釜
を
移
設
し
た
ほ
か
技
術
家
庭

の
授
業
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
美
術
工
芸
室（
L
）、選
択

教
室
が
２
室
、最
新
設
備
の
化
学
室
や
生
物
室（
M
）が
あ
る
。

　な
お
、全
室
と
も
暗
幕
以
外
の
カ
ー
テ
ン
は
、薄
い
青
色
の
ド
レ
ー

プ
で
、カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
時
の
外
か
ら
の
眺
め
は
な
か
な
か
お
し
ゃ

れ
で
あ
る
。

　次
号（
12
月
）は
、礼
拝
堂
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　昇
降
口
の
正
面
は
図
書
室（
E
）で
、廊
下
側

壁
に
は
電
光
掲
示
板（
F
）が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
時
点
で
の
太
陽
光
発
電
量
や
主
な
学
事
情

報
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
図
書
室
の
中
に
入

れ
ば
、窓
側
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
は
南
側
の
青
葉

山
地
区
の
大
自
然
が
目
の
前
に
迫
り
、集
中
し

て
学
習
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。（
E
）閲

覧
テ
ー
ブ
ル
は
可
動
式
で
日
常
の
利
用
は
も
ち

ろ
ん
授
業
で
も
工
夫
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
図
書
室
の
東
側
に
は
、約
２
４
０
名
収

容
の
大
講
義
室（
G
）が
あ
り
、学
年
単
位
の
催

し
や
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
オ
ル
ガ
ン
を
使
っ
た
イ
ベン
ト

な
ど
、多
様
に
利
用
で
き
る
。
正
面
の
壁
に
は
大

き
な
十
字
架
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、礼
拝
な

ど
に
も
対
応
で
き
る
。

　昇
降
口
か
ら
左
に
行
け
ば
事
務
室
、右
手
に

行
け
ば
教
室
棟
に
な
る
。

●ゴミ置き場

女子トイレ

部室1部室2

機械室
校務員室

数学
準備室

同窓会室
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来客用
昇降口
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昇降口

選択
教室2

カウン
セラー室

選択
教室1

化学
実験室

生物
実験室

前庭
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守衛室
WC
WC
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正 門

シンボルツリー

グラウンド（予定）

事務室

大講義室

校長室

読書
相談室

司書室
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図書館

倉庫

廊下

倉
庫 保健室

相談室 小
講
義
室
１

１－Ａ ２－Ａ

倉
庫

WC EV
ギャラリー

窯場
美術
準備室

美術
工芸室

女子
トイレ
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食堂 倉
庫

調
理
準
備
室

調理室試食室３－Ａ

理科
準備室

１階平面図

　昇
降
口
の
正
面
は
図
書
室（
E
）で
、廊
下
側

壁
に
は
電
光
掲
示
板（
F
）が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
時
点
で
の
太
陽
光
発
電
量
や
主
な
学
事
情

報
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
図
書
室
の
中
に
入

れ
ば
、窓
側
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
は
南
側
の
青
葉

山
地
区
の
大
自
然
が
目
の
前
に
迫
り
、集
中
し

て
学
習
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。（
E
）閲

覧
テ
ー
ブ
ル
は
可
動
式
で
日
常
の
利
用
は
も
ち

ろ
ん
授
業
で
も
工
夫
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
図
書
室
の
東
側
に
は
、約
２
４
０
名
収

容
の
大
講
義
室（
G
）が
あ
り
、学
年
単
位
の
催

し
や
ポ
ジ
テ
ィ
ー
フ
オ
ル
ガ
ン
を
使
っ
た
イ
ベン
ト

な
ど
、多
様
に
利
用
で
き
る
。
正
面
の
壁
に
は
大

き
な
十
字
架
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、礼
拝
な

ど
に
も
対
応
で
き
る
。

　昇
降
口
か
ら
左
に
行
け
ば
事
務
室
、右
手
に

行
け
ば
教
室
棟
に
な
る
。
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　「宇宙って、どこまで続いているの?」9
歳の息子からそんな唐突な質問を受け
た母は、唖然としていた。｢…宇宙ってね、
どこまでも続いているんだよ。終わりなん
て考えても分からないくらい広いの。｣｢え
～いつか宇宙の端っこに行ってみたいな！」

「ふふ、そうだね行けるといいね♪」
　宇宙は広い。そんな当たり前に思える
ことが、幼少時の私には新鮮であった。
　いつしか私は『星の海』に思いを馳せ
るようになっていた。宇宙に終わりがある
としたら、そこから先は次の宇宙につな
がっているのだろうか? その宇宙には同
じように地球は存在し、｢阿部 豪幸｣は
いるのだろうか? いや、見た目は同じで

も名前は異なるかもしれな
い…。そもそもあっち

4 4 4

には日
本なんてあるのか? そんな
ことまで考える始末だ。
　そうこうしているうちに、ふ
と我に返る。直前までくよくよ
していた自分はどこへやら。
悩みや怒り、心の陰りが吹き飛んでいる
ことに気付く。
　果てしなく続く星の海に広漠たる想い
を巡らせるだけで何故だか心が安らぐ。
自分の存在がえらくちっぽけに思えるのだ。
いつかあちらの

4 4 4 4

私にも、宇宙の端っこが
あることを伝えるときが来ることを夢見て
いる、そんな今日この頃である。

ばら組

「星の海」

幼稚園年長組
Vol.3

　年長組のばら組・ゆり組は、ともに男児12人女児

12人ずつのクラスです。

　ばら組は、元気いっぱいでパワーと個性があふれる

クラスです。生き物が大好きで、ダンゴムシ、カミキリ

ムシ、カナヘビ等幼稚園のお山や裏庭で見つけて飼育

をしていました。また、友だち思いの優しい子どもたち

で、困っている友だちがいると必ず助けてくれます。

　ゆり組は、とても仲良しの子どもたち、ムードメーカ

ーが多く毎日驚きや笑いの絶えない楽しいクラスです。

年長としての自覚が芽生え、園全体を引っ張ってくれて

います。体を動かす事が大好きで、園庭や山の斜面も

駆け回ります。

　これからも仲間と共に充実した園生活を送って、	

思い出をいっぱい作ってほしいと思っています。

ばら組担任　清野　正恵
ゆり組担任　花海やよい

vol.38教職員エッセイ

経営管理部　財務課

阿
あ

部
べ

 豪
ひで

幸
ゆき

梅の花

ゆり組

お泊り会にて全員集合 ! 04
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この職業を選択した理由と、仕事内容、 
今後のホープをお聞かせください。
　私が尚絅学院大学人間心理学科に入学した理由

は、弱っている人や困っている人を助けることのでき

る人間になりたいと思ったからです。しかし振り返ると、

その時は自分がどのような職業に就き、どんな仕事をして

いきたいか、漠然としか考えていなかったように思います。

　大学に入学し、勉強、サークル、アルバイトやボランティア活

動等、様々な繋がりの中でたくさんの人に出会い、徐々に自分は

何がしたいのか見えてきました。

　就職活動を始める頃には、地元に戻り地域の活性化と人の役に立つ仕事

に就くと決め、公務員を目指すことにしました。公務員試験の勉強は、大学で

学んだものとは違うため専門学校などで更に学びながら受験し苦労しました

が、自分が目標とした職業に就職することができました。

　現在は、総務課企画財政係に配属され、予算編成、人財育成事業、婚活推

進事業などを担当しています。予算編成は、組織の将来計画を担うことから、

気を張って作業していますが、人財育成事業や婚活推進事業は、いろいろな

人との出会いや地域活性化に直接繋がるため、楽しんで仕事をしています。

また、仕事以外でも地元消防団、祭りの実行委員や体育推進員等の活動を行

っており、自分が目標としていることを実現するため、今後も邁進していきた

いと思います。

尚絅時代の思い出と後輩へアドバイスを！
　大学時代の思い出は、勉強、遊び、サークル活動等全てに本気で取り組ん

だことです。そのことにより様々な経験を得ることができました。社会人となり、

家族もいるとなれば、そのような経験を積むことは難しくなるので、後輩の

みなさん、学生生活では「よく遊び、よく学ぶ」ことが一番大切です。今しかや

れないことを大事に、いろんなこ

とを学んでください。知識を手に

入れ経験を積むことで、知恵にな

り自分の蓄えとなります。私も皆

さんと共にその蓄えを増やすため、

「よく遊び、よく学ぶ」を実行して

いきます。

置賜広域行政事務組合（山形県）　総務課企画財政係

鈴木　充さん
２００７年　尚絅学院大学／人間心理学科　卒業

2003年4月	尚絅学院大学・人間心理学科	 入学

2007年3月	 	 同	 卒業

2009年4月	置賜広域行政事務組合	 採用

	 現在に至る

［	卒業生コラム	］

vol.38
将来の自分へ繋がる大事な大学生活。
いろいろ活動し、たくさんの人に出会って
「よく学び、よく遊ぶ」を実行!

担当している婚活事業プロジェクトメンバーと

仕事中

趣味の軟式野球で県大会出場
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7
月
8
日（
水
）

ク
ッ
キ
ン
グ

　
初
め
て
年
中
組
合
同
で
ク
ッ
キ
ン
グ
。

メ
ニ
ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
て
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
決
め
ま
し
た
。
味
は
、

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
味
と
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
味

の
2
種
類
に
し
ま
し
た
。
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
味
の
具
材
の
一
つ
で
あ
る
き
ゅ
う
り
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
育
て
収
穫
し
た

も
の
で
す
。
当
日
は
朝
か
ら「
今
日
ク
ッ

キ
ン
グ
だ
よ
ね
～
」
と
は
り
き
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
。
ゆ
で
た
じ
ゃ
が
芋
を

つ
ぶ
し
た
り
、
バ
ナ
ナ
に
チ
ョ
コ
を
か

ら
め
た
り
、
友
達
と
協
力
し
な
が
ら
調

理
を
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
来
上
が
り
、
麦

茶
で
乾
杯
! 

「
お
い
し
～
い
」
と
喜
び

の
声
と
笑
顔
が
ホ
ー
ル
中
に
広
が
り
大

成
功
の
ク
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。

�

（
幼
稚
園
教
員
　
田
中
舘 

真
実
）

8
月
24
日（
月
）

中
高
旧
校
舎
お
別
れ
式

　
新
校
舎
建
設
に
よ

り
9
月
か
ら
解
体
が

は
じ
ま
る
中
高
旧
校

舎
の
お
別
れ
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
半
世

紀
を
越
え
る
歴
史
と

と
も
に
た
く
さ
ん
の

卒
業
生
を
送
り
出
し

て
き
た
現
在
の
広
瀬

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
そ
の
役
目
を
終
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
8
月
か
ら
の
新
校
舎

引
越
し
に
伴
い
、
7
月
23
日
に
は
在
校

生
が
お
世
話
に
な
っ
た
学
び
舎
と
の
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
8
月
24

日
に
は
教
職
員
や
卒
業
者
が
駆
け
つ
け
、

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
讃
美
歌
を
礼

拝
堂
に
響
か
せ
ま
し
た
。
閉
式
後
に
は
、

旧
校
舎
の
在
り
し
日
の
姿
を
記
録
し
た

ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を
上
映
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
出
と
と
も
に
最
後
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

（
経
営
管
理
部 

総
務
課
　
阿
部 

祐
子
）

7
月
10
日（
金
）

す
い
か
割
り

　
真
夏
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
暑
い

日
と
な
っ
た
7
月
10
日
。
園
庭
に
全
園

児
が
集
ま
り
、
年
長
児
が
描
い
た
す
い

か
の
絵
の
旗
を
あ
げ
、
す
い
か
割
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で「
え
い
、
え

い
、
お
～
!
」
と
掛
け
声
を
あ
げ
て
、
気

合
充
分
! 

大
き
な
す
い
か
に
大
興
奮

の
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち
か
ら
の
大

き
な
声
援
を
頼
り
に
し
て
す
い
か
を
叩

く
と
、
少
し
ず
つ
ヒ
ビ
が
入
り
、
さ
ら
に

声
援
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
中
か
ら
真
っ

赤
な
実
が
見
え
、
最
後
は
真
っ
二
つ
に

パ
カ
ッ
! 

青
空
の
下
で
食
べ
る
す
い
か

は
格
別
、
夏
休
み
前
の
特
別
な
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
幼
稚
園
教
員
　
澤
口 

美
咲
）

7
月
15
日（
水
）〜
16
日（
木
）

お
泊
り
会

　
7
月
15
、
16
日
の
2
日
間
、
年
長
組

は
幼
稚
園
で
お
泊
ま
り
会
を
行
い
ま
し

た
。
内
容
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち

で
計
画
を
し
ま
す
。「
水
遊
び
が
し
た

い
!
」「
夕
飯
は
自
分
た
ち
で
作
り
た

い
!
」
沢
山
の
や
り
た
い
事
を
出
し
、
毎

日
集
ま
っ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
計
画

が
決
ま
る
と
楽
し
み
な
半
面
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
仲
間
の
支
え
が
あ
り
当

日
は
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
帰
り
際
、
子
ど
も
た
ち

の
表
情
は
や
り
遂
げ
た
達
成
感
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
園
で
の
お
泊
ま
り

は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
大
学
の
方
、
園

外
の
方
な
ど
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら
れ

た
事
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
、
無
事

過
ご
せ
た
事
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

�

（
幼
稚
園
教
員
　
花
海 

や
よ
い
）

学

　院

幼
稚
園

夏の暑さに負けることなく
学院行事に一生懸命、皆で
力を合わせて頑張りました

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

6
月
27
日（
土
）・
7
月
4
日（
土
）

中
高
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
6
月
27
日（
土
）に
高
等
学
校
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
夏
休
み
中
に
校
舎
の
引
越
し
が
行

わ
れ
る
た
め
、
例
年
よ
り
1
ヶ
月
半
早

い
実
施
で
し
た
。
雨
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
3
3
0
組
の
中
学
生
と
保
護

者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
コ
ー
ス
の

特
長
の
説
明
の
の
ち
授
業
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
翌
週
の
7
月
4
日（
土
）に
は
中

学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
、

38
組
の
来
場
で
し
た
。
礼
拝
体
験
や

P
B
L
の
発
表
な
ど
小
学
生
に
は
初
め

て
経
験
す
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、

理
科
の
授
業
も
含
め
て
満
足
い
た
だ
け

た
よ
う
で
し
た
。

　
今
年
度
の
募
集
行
事
で
は
生
徒
の
活

躍
紹
介
に
加
え
、
コ
ー
ス
改
編
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
、
探
究
型
学
習
を
後
押
し
す

る
新
校
舎
の
魅
力
も
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
入
試
広
報
部
主
任
　
熊
谷 

千
鶴
）

6
月
8
日（
月
）・
11
日（
木
）

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
私
達
2
年
生
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

科
学
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
4

日
間
の
事
前
学
習
を
行
い
、
班
に
分
か

れ
て
テ
ー
マ
を
決
め
そ
れ
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
最
終
日
は
、
東
北
大
学
医

学
部
で
実
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

研
究
所
で
は
、
大
腸
菌
の
コ
ロ
ニ
ー
の

観
察
を
し
、
自
分
た
ち
で
菌
を
採
収
し

プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
り
そ
れ
を
観
察
し

ま
し
た
。
身
の
回
り
の
物
に
こ
ん
な
に

菌
が
い
る
こ
と
な
ど
想
像
し
た
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

今
回
、
憧
れ
の
東
北
大
学
に
行
く
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
を
最
後
ま
で
追
求
す

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
、
こ
の

経
験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す�

。（
2
年
A
組
　
小
林 

里
瑳
）

7
月
18
日（
土
）

尚
絅
祭

　
入
学
当
初
か
ら

ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
校

舎
が
取
り
壊
さ
れ
て

し
ま
う
今
年
の
尚
絅

祭
は
と
て
も
特
別
で

し
た
。
私
は
3
年
間

と
い
う
短
い
間
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
今
の
校
舎
で
作
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
る
校
舎
で
の
最
後
の
尚
絅
祭
を
何
と

か
成
功
さ
せ
た
い
と
中
学
校
全
体
で
頑

張
り
ま
し
た
。
１
年
生
は
中
校
舎
の
階

段
部
分
や
第
２
音
楽
室
前
の
校
内
装
飾

を
し
、２
、３
年
生
は
教
室
を
借
り
て
そ

れ
ぞ
れ
お
店
を
出
し
ま
し
た
。
各
学
年

工
夫
を
凝
ら
し
て
作
り
上
げ
た
尚
絅
祭

は
大
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
年
の
尚
絅
祭
が
例
年
よ
り
も
早

い
開
催
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
遅

く
ま
で
作
業
を
し
て
い
た
生
徒
や
先
生

方
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
中
学
校
生
徒
会
会
長
　
山
下 

凛
）

中
総
体

　
今
回
の
中
総
体
は
、

私
た
ち
3
年
生
に
と
っ

て
最
後
の
大
会
で
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
は

3
度
目
だ
っ
た
の
で
い
つ
も
よ
り
勝
ち

進
め
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。
1
回

戦
は
対
三
条
中
で
2
ー
0
で
勝
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
2
回
戦
は
対
二
中

で
0
ー
2
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
2
つ
の
試
合
は
2
年
間
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
す
べ
て
出
し
切
れ
た
の
で

悔
い
の
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
選
手
も
、
勝
っ
た
人
、
負
け
て
し

ま
っ
た
人
が
い
ま
す
が
、い
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
こ
の
経
験
を
中
学
校
の
ま
と
め

と
高
校
課
程
進
級
の
勉
強
に
向
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
3
Ａ
　
山
口 

竜
広
）

中
学
校
・
高
等
学
校

中
学
校

バドミントン部

陸上部 バスケットボール部（女子）

バドミントン部（男子）

バドミントン部（女子）

3年 鈴木美月
女子 シングルス
市大会ベスト8

県大会出場ベスト32
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高
総
体

　
私
た
ち
硬
式
テ
ニ
ス

部
は
６
月
上
旬
に
行
わ

れ
た
高
校
総
体
団
体

戦
で
泉
高
校
に
初
戦
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
部
の
中
で
は
、

泉
高
校
に
勝
つ
た
め
コ
ー
チ
も
含
み
さ

ま
ざ
ま
な
作
戦
を
練
り
、
試
合
に
臨
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
負
け
て
し
ま
っ
た
時

の
敗
北
感
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　
校
舎
建
て
替
え
の
た
め
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
無
い
中
で
も
部
活
全
体
で
効
率
の

よ
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
積
極
的
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
き
っ
と

試
合
の
中
で
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
無
い
状
態
が
あ
と
１
年

ほ
ど
続
き
ま
す
が
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
色
々
な
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

�

（
運
動
部
長
　
岩
本 

英
美
）

き
ま
し
た
。
委
員
長
と
い
う
立
場
に
立

ち
、
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
実

行
に
移
す
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が

達
成
で
き
た
時
の
喜
び
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
で
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
藤
岡
先
生
、
鈴
木
雄
貴
先
生
、
平
澤

先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

（
文
化
祭
実
行
委
員
長
　
田
口 

瑞
生
）

7
月
10
日（
金
）

平
和
祈
願
礼
拝

　
7
月
10
日（
金
）に
平
和
祈
願
礼
拝
が

守
ら
れ
ま
し
た
。
説
教
者
と
し
て
「
平

和
を
祈
る
七
夕
」
市
民
の
集
い
か
ら
川

端
英
子
さ
ん（
日
本
基
督
教
団
仙
台
北

教
会
教
会
員
）を
お
招
き
し
、「
あ
な
た

た
ち
は
真
理
を
知
り
、
真
理
は
あ
な
た

た
ち
を
自
由
に
す
る
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書
8
章
31
節
）と
い
う
御
言
葉
か

ら
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
端
さ
ん
が
経
験
さ
れ
た
1
9
4
5
年

7
月
10
日
の
仙
台
空
襲
お
話
を
通
し
て

戦
争
の
惨
禍
を
知
り
、
平
和
を
求
め
る

道
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
宗
教
部
副
主
任
　
赤
井 

慧
）

7
月
18
日（
土
）

尚
絅
祭

　
今
年
度
の
尚
絅
祭
は
、
旧
校
舎
で
行

わ
れ
る
最
後
の
尚
絅
祭
で
し
た
。
長
い

尚
絅
祭
の
歴
史
の
一
つ
と
し
て
多
く
の

人
の
心
に
刻
ま
れ
る
よ
う
な
尚
絅
祭
に

し
た
い
と
思
い
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
準
備
を

し
ま
し
た
。
長
年
生
徒
か
ら
の
要
望
の

多
か
っ
た
「
カ
キ
氷
」
を
解
禁
さ
せ
、
中

夜
祭
を
開
催
す
る
な
ど
の
試
み
を
行
い

ま
し
た
。
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
不
安
で
し
た
が
多
く
の
人
の
協

力
を
得
て
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で

高
等
学
校

バドミントン部 バスケットボール部

ベスト
４

ベスト
４

弓道部女子団体 バレーボール部

ベスト
４第3位
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7
月
２0
日（
月
）

合
唱
部
・
定
期
演
奏
会

　
去
る
7
月
20
日
、
中
学
校
・
高
等
学

校
合
唱
部
第
57
回
定
期
演
奏
会
を
尚
絅

学
院
大
学
礼
拝
堂
に
て
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
校
舎
移
転
の
た
め
、
様
々
な

行
事
が
前
倒
し
と
な
っ
て
お
り
、
直
前

の
17
・
18
日
に
は
尚
絅
祭
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
並
行
し
て
準
備
を
進

め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
非
常
に
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
生
徒
達

は
本
公
演
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
休
日
も

返
上
し
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
お
客
様
と
共
に
感

動
的
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会
の
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

�

（
合
唱
部
顧
問
　
西
川 

慶
）

　
2
0
1
4
年
度
後
半
か
ら
全
教
職
員

協
働
の
も
と
で
、「
@
尚
絅
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
」
と
い
う
学
内
学
習
空
間
を

創
造
す
る
作
業
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
事
務
組
織
に
教

育
研
究
支
援
課
が
で
き
、
4
号
館
の
2

階
に
設
置
さ
れ
た
関
係
で
、
そ
の
横
の

ほ
ぼ
一
教
室
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
ラ
ー
ニ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
通
称
ラ
ー
ス
テ
）と

し
ま
し
た
。
こ
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
自

由
に
学
生
が
集
え
る
空
間
、
学
習
で
き

る
空
間
、
自
由
に
飲
み
物
が
飲
め
る
空

間
、
互
い
の
意
見
も
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る

空
間
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が

自
由
に
使
用
で
き
る
空
間
、
ス
マ
ホ
も

資
料
収
集
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
重
要
で

あ
る
の
で
、
自
由
に
充
電
で
き
る
空
間

な
ど
で
す
。
こ
こ
で
は
6
月
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
様
々
な
講
座
が
工
夫
さ
れ
て

開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ 

学
内
に
こ
ん
な
空
間
が
欲
し

い
」
な
ど
で
す
。
図
書
館
の
職
員
を
交
え

て
楽
し
い
議
論
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

�

（
副
学
長
　
水
田 

惠
三
）

　
6
月
16
日
、
13
歳
で
初
め
て
言
葉
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
獲
得
し

た
大
越
桂
さ
ん
を
迎
え
て
、
公
開
授
業

が
あ
り
ま
し
た
。
担
当
者
で
非
常
勤
講

師
の
桜
井
ひ
ろ
子
先
生
、
桂
さ
ん
の
お

母
さ
ま
で
あ
る
紀
子
さ
ん
に
よ
る
お
話

の
あ
と
、
桂
さ
ん
ご
自
身
か
ら
も
筆
談

に
よ
る
お
話
と
、
学
生
と
の
楽
し
い
対

談
も
あ
り
ま
し
た
。
4
年
次
の
科
目
に

1
年
生
も
大
勢
参
加
・
交
流
し
て
く
れ
て
、

「
み
ん
な
の
目
で
心
を
寄
せ
合
う
」
あ
っ

と
い
う
間
の
90
分
で
し
た
。

　「
自
信
の
な
い
自
分
も
、
ま
あ
、
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
、
と
い
え
る
時
点
で
、
ち
ょ
っ

と
進
化
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
他
人
の
弱

さ
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
強
さ
に
な
る
。

…
私
の
姿
を
見
て
、
同
じ
女
子
だ
! 

と

思
っ
て
く
れ
た
交
流
の
中
に
、一
緒
に
今

を
生
き
て
い
る
実
感
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。」（
当
日

の
ブ
ロ
グ
“
積
乱
雲
”
よ
り
）な
ん
て

素
敵
な
感
性
と
心
の
持
ち
主
な
の
で
し
ょ

う
。
新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。

�

（
子
ど
も
学
科
教
員
　
東 

義
也
）

大お
お

越ご
え 

桂
か
つ
ら

さ
ん
の
紹
介 �

仙
台
市
生
ま
れ
の
26
歳

8
1
9
グ
ラ
ム
の
未
熟
児
で
産
声
を
あ

げ
、
重
度
脳
性
ま
ひ
、
未
熟
児
網
膜
症

に
よ
る
弱
視
な
ど
重
度
重
複
障
害
児
と

し
て
幼
少
を
過
ご
し
、
13
歳
の
時
、
気

管
切
開
に
よ
り
声
を
失
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
筆
談
を
覚
え
「
言
葉
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
始
め
ま
し
た
。

04
年
ブ
ロ
グ
「
積
乱
雲
」
開
設
。

「
第
4
回
O
n
e 

ｂ
ｙ 

O
n
e
ア
ワ
ー

ド
／
キ
ッ
ズ
個
人
賞
」（
日
本
ア
ム
ウ
ェ

イ
主
催
）受
賞
。
現
在
は
主
宰
す
る
「
あ

と
り
え
・
ロ
ー
リ
エ
」
を
中
心
に
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
講
演
活
動
な
ど
を
し
な
が
ら

ブ
ロ
グ
で
日
記
と
詩
の
発
表
を
続
け
て

い
ま
す
。

●
発
行
書
籍

「
花
の
冠
」

（
2
0
1
2 

朝
日
新
聞
出
版
）

「
海
の
石
」

（
2
0
1
2 

光
文
社
）

「
き
も
ち
の
こ
え 

～
19
歳
・
こ
と
ば
・
私
～
」

（
2
0
0
8 

毎
日
新
聞
社
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
と
講
座
の
開
催

子
ど
も
学
科
・
公
開
授
業「
国
際
子
ど
も
支
援
活
動

～
詩
人
・
大
越
桂
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
よ
う
」

６
月
16
日（
火
）

大

　学
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7
月
11
日（
土
）

総
合
科
学
研
究
所
講
演
会

　
去
る
2
0
1
5
年
7
月
11
日（
土
）、

午
後
1
時
30
分
よ
り
本
学
1
1
4
講

義
室
に
て
お
い
て
、
尚
絅
学
院
大
学
総

合
人
間
科
学
研
究
所
主
催（
尚
絅
総

研
）の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
田
学
長
よ
り
、
講
演
会
開
催
に
あ

た
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
尚
絅
総
研

の
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
“
放
射
能
”

退
か
な
い
津
波
の
な
か
で
生
き
る
子

ど
も
た
ち
ー
福
島
県
の
保
育
園
・
幼
稚

園
に
私
た
ち
大
学
が
で
き
る
こ
と
」
と

題
し
て
、
岩
倉
幼
稚
園
長
を
中
心
と
し

た
7
名
の
講
演
者
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
視

点
か
ら
参
加
者
に
語
り
か
け
、
会
場
が

一
体
感
を
持
っ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。
講
演
は
、
福
島
県
の
保
育
園
・
幼

稚
園
が
こ
の
放
射
線
対
応
に
苦
慮
し

な
が
ら
も
、
最
善
の
保
育
環
境
を
つ
く

り
だ
そ
う
と
す
る
教
育
現
場
の
熱
意

が
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
、
健
康
栄
養
学
科
卒

業
生（
福
島
在
住
）が
、
大
学
と
し
て
こ

の
よ
う
な
研
究
を
学
問
と
し
て
捉
え

発
表
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
て
い
る
。

現
在
、
関
係
し
て
い
る
行
政
に
前
向
き

に
関
わ
り
、
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
進
ん
で
行
き
た
い

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
26
名

の
参
加
者
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
有
意

義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
教
育
研
究
支
援
課
課
長
　
小
島 

広
二
）

6
月
19
日（
金
）

表
現
文
化
学
科
・

「
地
域
文
化
事
業
論
」

ゲ
ス
ト
講
義

　
6
月
19
日
、
増
田
西
公
民
館
の
尾
形

理
恵
さ
ん
に
「
増
田
西
公
民
館
で
の
取

り
組
み
―
地
域
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
キ
ラ
キ
ラ
パ
ル
ク
増
田
西
へ
―
」

と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
名
取
市
生
涯
学
習
課
の
提
案
で
増

田
西
公
民
館
が
行
っ
て
い
る
「
地
域
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
そ
の
成
果
と

し
て
生
ま
れ
た
チ
ー
ム
「
キ
ラ
キ
ラ
パ

ル
ク
増
田
西
」
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、

活
動
し
て
き
た
の
か
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
講
義
か
ら
受
講
生
は
、
地
域
と

文
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
知
る
と
と
も

に
、
人
を
集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
遂
行
に
必
要
な
人
間
関
係
の
築

き
方
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ

と
と
思
い
ま
す
。

�

（
表
現
文
化
学
科
教
員
　
稲
澤 

努
）

　
7
月
25
日
、
本
学
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
き
ま
し
て
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・

イ
ン
・
サ
マ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

例
年
よ
り
1
週
間
早
い
開
催
で
、
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
降
雨
や
猛
暑
も
な
く
、

高
校
生
5
7
4
名
、
保
護
者
2
3
1
名

の
合
計
8
0
5
名
と
多
く
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
本
学

院
生
の
生
の
声
・
姿
を
聴
き
・
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
学

生
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
3
つ
の
新
規

企
画
が
加
わ
り
、
ま
た
、
全
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
午
前
と
午
後
で
同
じ
構
成
と
し

た
こ
と
で
、い
つ
来
て
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
楽
し
み
、
本
学
を
知
っ
て
い
た

だ
く
よ
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
多
く
の
学
生
お
よ
び
同
窓
生
、

教
職
員
、
後
援
会
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
募
集
活
動
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
入
募
入
試
部
長
　
赤
坂 

和
昭
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ン
・
サ
マ
ー

7
月
25
日（
土
）
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◆
昭
和
36
年
高
校
卒
業
同
期
会
開
催

　3
月
27
日

（
金
）に
私
た

ち
は
母
校
に

54
年
ぶ
り
に

集
ま
り
ま
し

た
。
遠
く
は

関
西
か
ら
関

東
、
東
北
合

わ
せ
て
58
名

の
参
加
で
大

賑
わ
い
の
同

期
会
で
し
た
。

か
つ
て
私
た

ち
が
学
ん
だ

校
舎
が
間
も

な
く
取
り
壊
さ
れ
る
事
を
知
り
、
お
別

れ
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
同
期
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
一
人

と
し
て
、い
ろ
い
ろ
心
配
し
な
が
ら
当
日

を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
日
は
快
晴
、
春

日
和
の
暖
か
い
日
で
礼
拝
堂
前
の
ロ
ビ
ー

に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
受
付
前
は
再
会
の

喜
び
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　第
一
部
は
懐
か
し
い
礼
拝
堂
で
の
礼
拝
、

久
し
ぶ
り
に
讃
美
歌
を
歌
い
、
元
宗
教
主

任
小
林
先
生
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い

て
高
校
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
若

い
時
に
受
け
た
教
え
が
こ
れ
ま
で
私
た

ち
を
導
い
て
く
れ
た
こ
と
を
実
感
し
た

瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部
は
食

堂
で
の
昼
食
会
と
懇
親
会
、一
部
の
静
寂

な
雰
囲
気
か
ら
解
放
さ
れ
て
話
し
声
の

渦
で
は
じ
け
ま
し
た
。
想
い
出
を
語
っ
て

は
笑
い
、
再
会
の
興
奮
は
な
か
な
か
止
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
で
懐
メ
ロ
を
歌
い
最

後
に
校
歌
を
歌
っ
て
会
は
閉
じ
た
の
で
し

た
。
別
れ
が
た
く
、
再
会
を
祈
り
な
が
ら
。

（
昭
和
36
年
高
校
卒

　鶴
間 

順
子
）

◆
八
三
会・墓
前
礼
拝

　猛
暑
の
続
く
8

月
3
日（
月
）多
く

の
同
窓
生
・
ご
来

賓
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
墓

前
礼
拝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　日
本
基
督
教
団

教
師
の
深
田
寛
教
師
よ
り
「
派
遣
さ
れ
た

者
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
ブ
ゼ

ル
先
生
は
「
教
会
」
と
「
女
子
教
育
」の
接

点
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
話
は
大
変
興
味

深
く
、
表
は
質
素
に
、
内
に
は
錦
を
と
い
う

「
錦
穿
ち
て
絅
尚
う
」の
校
歌
の
歌
詞
の
意

味
を
今
一
度
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ゼ
ル
先
生
の
女
子
教
育
へ
の
思
い
と
そ

の
背
景
に
あ
っ
た
教
会
の
支
え
に
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。�

（
役
員

　熊
谷 

史
子
）

 

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

　
環
境
構
想
学
科
と
河
北
新
報
社
の

「
今
で
き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
、

「
高
校
生
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ア
ー
」
は
、

高
校
生
に
「
環
境
」
と
「
震
災
復
興
」
の

視
点
か
ら
、
東
北
の「
こ
れ
か
ら
」
を
考

え
て
も
ら
う
企
画
で
す
。
今
年
度
は
高

校
生
10
名
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
本
学
科

学
生
6
名
が
参
加
し
、
津
波
被
害
を
受

け
た
企
業
と
行
政
の
取
り
組
み
や
、
環

境
保
全
に
積
極
的
な
地
域
の
取
り
組
み

を
2
日
間
か
け
て
訪
問
し
ま
し
た
。

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
も
、
津
波

被
害
を
受
け
た
企
業
の
一
つ
で
す
。
今

回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
商
品
の
製
造
過
程

を
見
学
す
る
の
で
は
な
く
、
津
波
時
の

状
況
や
、
半
年
か
か
っ
た
工
場
再
稼
働

ま
で
の
道
の
り
、
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。
工
場
は
地
域
住
民
の
避
難
場
所
に

も
な
っ
て
お
り
、
普
段
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
企
業
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
、

参
加
者
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
川
崎
町
の
広
葉
樹
の
森
で
は
、

皆
伐
に
よ
る
森
林
の
維
持
管
理
の
手
法

を
見
学
し
ま
し
た
。
森
林
伐
採
と
い
う

と
、
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
老
齢
化
が
進
ん
だ
木
を
順
に
伐

採
し
、
切
っ
た
後
の
根
株
か
ら
新
し
い

芽
が
萌
芽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い

強
い
森
を
順
次
作
っ
て
い
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
長
い
年
月
を
か
け
て
、

人
の
手
を
加
え
な
が
ら
森
林
を
守
っ
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
や
、
何
よ
り
、
地
域

の
方
々
が
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で
作
業

を
す
る
様
に
、
多
く
の
参
加
者
が
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
震
災
か
ら
の

復
興
や
環
境
と
の
共
生
に
つ
い
て
、
様
々

な
地
域
の
取
り
組
み
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
、
見
学
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
残
さ
れ
た

課
題
や
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
が
少
し

で
も
、
東
北
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
環
境
構
想
学
科
教
員
　
東 

愛
子
）

７
月
20
日（
月
）

海
浜
リ
ゾ
ー
ト 

散
策
ツ
ア
ー

　
本
学
に
在
学
す
る
大
連
理
工
大
学
の

交
換
留
学
生
が
松
島
湾
の
観
光
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
国
語
訳
を
依
頼
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
7
月
20
日

（
月
）の「
海
の
日
」に
留
学
生
と
の
交
流

企
画
と
し
て
『
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
散
策
ツ

ア
ー
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
学
に
在

学
す
る
外
国
人
留
学
生
、
留
学
生

チ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生
、
教

職
員
合
わ
せ
て
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

沿
岸
部
の
七
ヶ
浜
、
塩
釜
、
松
島
、
多
賀

城
を
巡
り
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
理

解
し
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
な
ど

を
自
ら
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、

被
害
の
甚
大
さ
や
そ
こ
か
ら
立
ち
直
る

人
々
の
力
強
さ
を
肌
で
感
じ
た
様
子
で

し
た
。
ツ
ア
ー
終
盤
で
は
東
北
歴
史
博

物
館（
多
賀
城
市
）を
訪
れ
、
国
の
重
要

文
化
財
や
歴
史
的
史
料
な
ど
を
見
学

し
、
充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
学
生
生
活
課
　
今
田 

和
人
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
の
ご
案
内

●
日
時�

11
月
28
日（
土
）

�

13
時
開
始

●
場
所�

中
学
・
高
等
学
校
新
校
舎
礼
拝
堂

●
会
費�

 

5
0
0
円

☆ 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
連
絡
先
）

�

0
2
2
‐
2
6
4
‐
5
8
3
0

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

8
月
10
日（
月
）〜
11
日（
火
）

高
校
生
の
た
め
の
エ
コ
ツ
ア
ー
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